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序 文 

 

 

 

 

 日本国政府は、インドネシア国政府の要請に基づき、「インドネシア国スラバヤ広

域都市圏地域開発計画調査」を実施することを決定し、独立行政法人国際協力機構が

この調査を実施いたしました。 

 

 当機構は、平成 21 年 5 月から平成 22 年 12 月まで、バリュープランニング・イン

ターナショナル㈱の長山勝英氏を団長とし、バリュープランニング・インターナショ

ナル株式会社、株式会社オリエンタルコンサルタンツ及び八千代エンジニヤリング株

式会社の 3社から構成される調査団を現地に派遣いたしました。 

 

 調査団は、インドネシア政府関係者と協議を行うとともに、計画対象地域における

現地調査を実施し、帰国後の国内作業を経て、ここに本報告書完成の運びとなりまし

た。 

 

 この報告書が、空間計画法（2007 年 26 号）に規定された承認プロセスに基づいて、

正式な GKS 地域空間計画として成立するとともに、両国の友好・親善の一層の発展に

役立つことを願うものです。 

 

 終わりに、調査にご協力とご支援を戴いた関係各位に対し、心より感謝申し上げま

す。 

 

 

 

平成 23 年 2 月  

 

 

 

 

 

 

独立行政法人国際協力機構 

インドネシア事務所 

所長 小原 基文 
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独立行政法人 国際協力機構 

インドネシア事務所 

所長 小原 基文 殿 

 

 

 

伝 達 状 

 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 

さて、ここに「インドネシア国スラバヤ広域都市圏地域開発計画調査」の最終報告

書を提出致します。 

 

本報告書は、貴機構との契約に基づいて、平成 21 年 5 月から平成 22 年 12 月まで

の間、バリュープランニング・インターナショナル株式会社、株式会社オリエンタル

コンサルタンツ及び八千代エンジニヤリング株式会社から構成される共同企業体に

より組織された調査団が実施した調査結果をとりまとめたものであります。 

 

本調査報告書の完成までには大変多くの関係者の協力を得ております。まず、調査

団に対し多大の協力を惜しまなかった方々に心から感謝を申し上げます。特に、調査

期間中真摯に共同作業を遂行してくれたカウンターパートおよびそのカウンターパ

ート・チームを組織したインドネシア国公共事業者空間計画総局及び東ジャワ州公共

事業、住宅開発及び空間計画局に対して、深甚なる感謝を表す次第です。 

 

さらに、貴機構インドネシア事務所及び在インドネシア日本国大使館からの適切な

指導及び貴重なアドバイスを頂きました事にお礼申し上げます。 

 

最後に、本報告書が、インドネシア国第二の成長都市である GKS 地域において、長

期に亘って持続可能で且つ環境との調和が取れた成長を果たすよう、その一助になる

事を念じて止みません。 

 

敬具 

 

 

 

 

調査団総括 長山 勝英 
バリュープランニング・インターナショナル
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1.1 調査の背景 

東ジャワ州のGERBANGERTOSUSILA (GKS) はインドネシア第 2の経済圏である。GKS地域は、

5つの郡（Kabupaten）、すなわち、シドアルジョ郡（Kabupaten Sidoarjo）、モジョケルト郡（Kabupaten 

Mojokerto）、ラモンガン郡（Kabupaten Lamongan）、グレシック郡（Kabupaten Gresik）およびバン

カラン郡（Kabupaten Bangkalan）と、2つの市（Kota）、すなわち、スラバヤ市（Kota Surabaya）

とモジョケルト市（Kota Mojokerto）を含んだ地域である。1983年には、国際協力機構（JICA）

の協力により GKS地域開発マスタープランが作成されている。 

インドネシア国では、2007年に改正された空間計画法により、国、州、市、郡の各レベルの政府

により空間計画が策定されなければならないと定められている。国家空間計画は 2008 年 3 月に

制定され、それを基に現在、州政府がそれぞれの空間計画を作成中である。市および郡レベルの

政府は、州空間計画に基づいて 2010 年 4 月までに空間計画を作成することとなっている。GKS

地域は、国の戦略的地域の 1つと指定されており、当大都市圏エリアに空間計画は、公共事業省

空間計画総局の主導により策定されることになっている。 

1.2 調査範囲 

本調査の目的は、インドネシア政府・日本政府間で合意された調査範囲の中で述べられている以

下の 3つである。 

• 2030年を目標とする GKS地域空間計画の作成  

• 同地域における都市交通アクションプランの作成 

• 調査実施を通じて、カウンターパートの能力強化（職員および制度） 

1.3 調査目的 

本調査の主要目的は、国家戦略地域である GKS地域が、概ね 20年間を展望しながら、社会・経

済開発を推進する際に依拠すべき長期ビジョンおよび長期計画を作成し、そのビジョン達成のた

めに、具体的な開発戦略に沿った優先すべき短期（5 年）プログラムおよびプロジェクトを決定

する事である。 

2007年空間計画法に定められているように、空間計画は、環境保全を考慮しつつ、バランスのと

れた土地利用や空間パターンを示すものでなければならない。空間計画は、同時に、社会・経済

活動を支える効率的で機能的なインフラ・ネットワークシステム、すなわち、交通・輸送、上水

道、排水・下水処理、電力、通信、固形廃棄物管理等の整備方針を提示するものでなければなら

ない。 

策定された空間計画を如何に実施するか、また、如何に計画通りの成長を達成するかについての

ガイドラインの提案も重要となる。州政府における予算および法的執行力に係る能力が向上され、

「良い統治」の実現を図る道程が、中央・地方政府間で共有されなければならない。 

 

1. はじめに 
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National = Macro

Provincial = Macro

Local = Micro

Strategic Zone = Mezo

 

出典： JICA 調査団 

図 1.3.1 空間計画システムの全体像 

 

1.4 ビジョンおよびミッション 

1.4.1  ビジョン 

多様な関係者の参加の下に、2030 年に向けた GKS 地域をどの様な地域として発展させるか、そ

の将来ビジョンを検討した。その結果、「国家の戦略的地域である GKS地域は、経済・物流にお

ける国際的窓口として、知識と緑にあふれ、グローバル経済の中で競争力を持ちながら持続的に

成長する豊かな大都市圏の実現を目指す」事がビジョンとして合意された。 

要約すれば、“Global, Green, Growing GKS (4Gs)” と言い換えることができる。    

1.4.2 ミッション／目的 

上記のビジョンを構成する要素（コンセプト）は、具体的には、表 1.4.1 に示すミッションおよ

び目的に置き換えて表示することができる。 

表 1.4.1 GKS 地域開発における戦略と目的 

ビジョンの構成要素 ミッション／目的 

国際的窓口 世界に注目され、外国投資を惹きつける GKS地域の創出 

持続性 自然資源の評価や環境容量に基づく資源保護 

グッドガバナンス【良い統治】と災害管理による地域社会の保全 

成長する大都市 適切なインフラ・住宅・社会サービスの整備により、経済成長と高質

な環境形成が両立し、国家成長を牽引するスラバヤ広域都市圏の開発

物流 効率的輸送ネットワークシステムの構築 

経済 国内外投資の誘致及び地域経済活動の活性化による経済成長の加速 

知識 情報・知識社会の創造と人的資源の開発 

緑 持続可能な農業基盤の整備・維持と農水産業の発展、 

緑と環境に豊かな地域の創造 

出典： JICA 調査団 
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1.5 主要なスラバヤ広域都市圏開発戦略 

ビジョン（4Gs）を達成するため、長期的視野に基づいた以下の 8つの開発戦略を提案する。 

戦略 1: グローバルエコノミーへの戦略的アプローチとして、新に創設された開発ポテン

シャル及び開発機会の活用（スラマドゥ橋、セプ油田等） 

戦略 2:  海港・空港の国際物流機能の強化・促進 

戦略 3: 経済の多様化に対応する先端産業の育成 

戦略 4: 加工業やポストハーベストビジネスを含む、付加価値型農業・漁業の促進  

戦略 5:  観光ビジネスの多様化  

戦略 6:  次世代産業を支える人的資源の育成 

戦略 7:  都市部と農村部を繋ぎ新たな付加価値を持った経済主体となる田園都市の開発 

戦略 8: 街路樹、河岸樹、空地、公園・娯楽施設、農地・森林等の自然資源の連携よる都

市グリーンネットワークの構築 

図 1.5.1 はビジョンと各ビジョン達成のための戦略との関係性を示す。戦略 1と 2は“Global GKS” 

を、戦略 3から７は “Growing GKS” を、戦略 5から 8は “Green GKS” を達成するための戦略と

位置付けられる。 

7

Strategy 1: Explore newly emerging development potentials
such as “Suramadu Bridge” and “Cepu Oil Field”, as 
strategic trigger/stimulus for the global economy

Strategy 2: Enhancing international logistic functions  of Ports 
and Airport

Global GKS

Growing GKS

Green GKS
Strategy 8: Structure a Metropolitan Green Network with street 

green, riverside green, open space, parks and 
recreational facilities, agricultural and forest land

Strategy 3: Further develop the industrial sector as a leading 
sector to the economic diversification

Strategy 4: Promote value-farming and value-fishery, including
processing industries and post-harvesting business

Strategy 5: Promote the tourism business sector with diversifying 
tourism products

Strategy 6: Enhance human resource development for sustain 
the next generation of industrialization process

Strategy 7: Strengthen Agro-politan Development which is a 
value-added economy linking urban and rural areas

 

図 1.5.1  スラバヤ広域都市圏開発のための長期ビジョンおよび戦略 
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1.6 GKS 地域空間計画の目的 

2030年を目標とする GKS地域空間計画策定の目的を以下に示す。 

1. 4Gsに示される長期ビジョン達成のためのロードマップの提示  

2. 国の中核的成長拠点として成長可能な社会・経済開発の促進 

3. 環境保全を考慮した、バランスのとれた土地利用制度の実現 

4. 機能的かつ合理的に形成された複合的インフラネットワーク整備計画の立案：1）交通・

輸送システム 2) 上水供給 3) 廃水・下水処理 4) 電力、通信ネットワーク 5) 固形廃棄

物管理など 

5. 5年間（2015年まで）の短期優先プログラム及びプロジェクトの同定 

空間計画は、空間計画法（2007年 4月）を法的根拠としつつ、以下の上位政策および下位空間計

画と一貫したものでなければならない。 

- 国家空間計画 (2008-2028) 

- 州空間計画 (2009-2029)  

- スラバヤ市空間計画 (2009-2029) 

- モジョケルト市空間計画 (2007-2027） 

- グレシック郡空間計画 (2007-2027) 

- バンカラン郡空間計画 (2008-2028) 

- シドアルジョ郡空間計画 (2009-2029) 

- モジョケルト郡空間計画 (2007-2027) 

- ラモンガン郡空間計画 (2008-2028) 

 

1.7 関連する法律等 

空間計画は、インフラ開発、農地保全、環境資源保護等に関する多くの法律・規制に基づいたも

のでなければならない。これには、歴史的に積み上げられたインドネシア国の法制度のみならず、

インフラ関連プロジェクト実施における行政管理の仕組み及び中央・地方政府間の調整・協力等

に関する制度等の法的根拠も含まれる（本空間計画策定作業において配慮した法制度一覧を添付

資料に示す）。 
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2.1 国家空間計画政策および戦略 

2.1.1 国家中期開発計画 

長期開発方針（2005-2025 年）に定められている国家空間計画で、空間計画は次のように説明さ

れている。「空間計画は、空間の利用が相互相乗的、調和的かつ持続的となるように、各セクタ

ー・セクター間及び地域の開発が依拠するべき空間政策として使用されるものである。空間計画

は階層的に策定される。空間計画を最適なものにするためには、(1) 空間計画セクターにおける

人的資源・組織の能力の向上、(2) 空間計画の質の改善、(3) 計画実施及び計画策定・空間利用・

空間利用規制における法の執行効果の改善が必要である。」 

大統領令（2010年 No.5）の 2.9節によると、国家中期開発計画（2010～2014）は、地域格差を減

らすため、次の 3つの主要方針と戦略を実施するとしている。 

1) 空間計画の規制と実施: 一般的には以下の戦略を通して実施される。  

• データベース構築、空間情報の収集・分析の強化、国土地図作成 

• 持続可能な空間計画の実施 

2) 都市・農村地域間及び優先的地域（戦略的地域、後進地域、国境地域、災害危険地域）

間の調整と統合:これらは以下の戦略を通して実施される。 

• 成長中心地の振興、農村の魅力向上、及び都市・農村間の連携構築 

• 優先地域（国家経済成長拠点、後進地帯、国境地帯等）の開発促進 

• 都市部・農村部双方における災害リスクの低減及び災害管理の重視 

3) 地方分権と地方自治統治の管理:これは、12の優先セクターを対象に実施され、地域開発

全体の実施は以下を通して行われる。 

• 土地管理の総合的な手法としての土地農地改革 

• 州政府、市・郡間の調整政策 

• 地方政府職員の政策決定能力の開発、及び地方財政能力の向上 

2.1.2 空間計画の実施方針と戦略 

持続可能な空間計画の実現に向けた実施方針は、空間計画の質の向上、関係機関の役割分担の最

適化、開発整備に基礎となる空間計画の向上を目指している。国家中期開発計画（2010-2014）の

数値目標を表 2.1.1に示す。 

2. 関連政策および開発課題 
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表 2.1.1 国家中期開発 (2010-2014)の目標 

NO. 項目 目標 (2010-2014) 

1. 経済  

a) 経済成長 年平均 6.3 – 6.8% 

b) インフレーション 年平均 4 – 6% 

c) 失業率 2014 年末時点 5 – 6% 

d) 貧困率 2014 年末時点 8 – 10% 

2. 教育 

  2008 年 2014 年 

a) 15 歳以上人口の平均就学期間の増加 （年） 7.50 8.25 

b) 15 歳以上人口の非識字率（%） 5.97 4.18 

c) 小学校及び特別学校 (SD/ SDLB/MI/Paket A) への就学率

（%） 
95.14 96.00 

d) 中学校／及び特別学校 (SMP/ SMPLB/MTs/Paket B) への

就学率（%） 
72.28 76.00 

e) 高等学校及び特別学校 (SMA/ SMALB/MA/Paket C) への

就学率（%） 
64.28 85.00 

f) 19－23 歳人口の大学（学士課程）就学率の向上 （%） 21.26 30.00 

g) 地域、ジェンダー、社会経済階層、政府やコミュニティによる教育機関による就学機会と教育の質の格差の減少 

3. 保健・医療 

a) 平均寿命（年） 70.70 72.00 

b) 妊産婦死亡率（出生 100,000 人当り） 228.00 118.00 

c) 乳児死亡率（出生 1,000 人当り） 34.00 24.00 

d) 5 歳以下児童における栄養不良の割合（%） 18.40 15.00 

4. 食糧 

a) コメ生産量 年成長率  3.22 % 

b) トウモロコシ生産量 年成長率  10.02 % 

c) 大豆生産量 年成長率  20.05 % 

d) 砂糖生産量 年成長率  12.55 % 

e) 牛肉生産量 年成長率  7.30 % 

5. エネルギー 

a) 発電供給能力 3,000 MW／年 

b) 電化率 80 % 

c) 石油生産量 101 万バレル／日 

d) 地熱エネルギー利用量 5,000 MW 

6. インフラ 

a) スマトラ、ジャワ、カリマンタン、スラウェシ、西ヌサテンガラ、

東ヌサテンガラ、パプアにおける海岸道路の整備 
19,370 km（ 2014 年） 

b) 国家運輸交通システムと複合一貫輸送計画に沿ったインフラ

ネットワークの整備と統合的複合一貫輸送・島嶼間輸送サー

ビスの提供 

完成 

c) インドネシア東部における光ファイバーネットワークの整備 2013 年までに完成 

d) 4 大都市圏（ジャカルタ、バンドン、スラバヤ、メダン）における

輸送ネットワークの改善 
完成 

出典： 国家中期開発計画（2010-2014）、大統領規則 No.05/2010 年 附則 1. 
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2.2 ジャワ―バリ空間計画政策・戦略方針 

ジャワ―バリ島空間計画の目的は、国家空間計画を実施し、ジャワ-バリ島生態系内の地域におい

て、経済・社会・文化・環境とインフラ等の一体的で調和した開発の実現を目指すものである。

ジャワ―バリ空間計画の目的は以下の通りである。 

1) 国家の食糧生産の中心としてのジャワーバリ島地域の維持 

2) 都市地域における物的開発、スプロールの抑制 

3) 加工産業の中心地としてのジャワ―バリ島地域の開発 

4) ジャワ-バリで採れる鉱物資源、石油、ガスの持続的かつ適切な利用 

5) 観光・サービスセンターとしてのジャワ―バリ地域の振興 

6) 水系生態系を守るため、ジャワ―バリ地域の最低 30%を保護地区として維持 

7) 保護地区及び災害危険地域を勘案した、ジャワ島南部海岸地域の開発促進 

8) ジャワ―バリの競争力強化のための複合一貫輸送インフラの開発促進 

9) ジャワ―バリと他島との相乗効果のある連携強化 

さらに、国の空間構造とジャワ―バリ島の空間パターンを実現するための政策は以下のような方

針を有している。 

₋ 農地保全 

₋ 農地転用の抑制 

₋ 農用地拡大のための灌漑施設の開発と規制 

₋ 大都市におけるコンパクトな開発、高度利用の促進 

₋ 都市スプロールの抑制と都市・農村の連携向上 

₋ 工業活動の工業地域や工業団地への集約統合のみならず、環境にやさしく、省スペ

ース型、労働集約型工業とサービス産業の振興 

₋ 鉱物、油、ガスなどの天然資源の利用規制 

₋ サービスセンターの開発 

₋ 地域固有の自然、文化、経済を活かした総合的観光地域の開発 

₋ 保護地域の維持、状態の悪化した保護地域の回復 

₋ 長期的な水資源確保のため、上流地域で開発規制、上流地域で状態が悪化している

水源涵養地域の修復 

₋ ジャワ島の南部地域の中心部の開発促進、及びジャワ島南部沿岸部と中央地域・北

部沿岸地域間の相互連携強化 

₋ 地域の環境容量限度内で後進地域及び孤立地域のアクセシビリティを改善するため、

ジャワ島南部の道路ネットワーク、南部沿岸道路ネットワーク、及びバリ島北部の

道路ネットワークの開発促進 

₋ 災害危険地域を考慮し、ジャワ南部沿岸地域の新たな成長センター／市街地の開発

促進 

₋ 経済競争力向上のための複合一貫輸送インフラの開発促進、及び島間（小島含む）

のアクセス向上の促進 

₋ 特別な地域開発のアプローチにより、全国の島間の連携促進 
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₋ 一つの統一国家であるインドネシア共和国の主権統治権を主張するために周辺小島

群の保持 

一方、ジャワ―バリ島における国家的都市システムを実現するために、以下の戦略が謳われてい

る。 

₋ 郊外のバッファーエリア、及び（又は）主要幹線道路・主要集散路沿線における住

宅・商業・業務・工業の過度の開発の規制 

₋ 都市部から工業地区へ工業活動の移転促進 

₋ 持続的な漁業開発を考慮した市街地の開発 

₋ ジャカルタ都市圏及び GKS都市圏を高等教育・金融・医療の国際的なセンターとし

て開発 

₋ バンドン都市圏及びジョグジャカルタ都市圏を高等教育サービスの国際的なセンタ

ーとして開発 

₋ ジャカルタ、バンドン、ジョグジャカルタ、スラカルタ、スラバヤ、デンパサール

を観光中心地として開発 

₋ 都市部・農村部間の互恵的連携及び相乗効果の促進 

₋ 都市災害や地球温暖化の負の影響の緩和 

 

2.3 東ジャワ州空間計画における開発政策および戦略 

東ジャワ州空間計画の主な目的は、東ジャワ長期開発計画（2005-2025）のビジョン及びミッショ

ンに基づいて決定されている。東ジャワ州空間計画では、以下のような戦略課題を掲げている。 

1） 土地の地力／環境容量、土地利用転換  

2） 経済格差、インフラとサービス、人的資源 

3） 自然災害と脆弱性 

4） ラピンド泥流災害と社会・経済への影響 

5） 森林地・農地の転用、特に灌漑農地の転用 

6） 農業生産における付加価値の向上のための農業サブセクター間の統合、及び生産と流通

システムの統合の欠如 

7） 特に東ジャワの主要都市に見られる大都市化や都市スプロールをもたらす国際化、都市

化、都市の発展 

8） 食糧安全保障 

9） スラマドゥ橋、トゥバン、ラモンガン、グレシック、シトゥボンドにおける港湾開発、

代替エネルギー源とその処理方法の開発など、交通、エネルギー、通信等の戦略的イン

フラの開発可能性  

これらの開発課題を解決するため、以下の開発目標が挙げられる。 

• 東ジャワに繁栄をもたらす、国際競争力を有し持続可能な農業関連ビジネスの中心

地としての東ジャワ州の開発 

• 特に緑地・空地と市街地との最適なバランス、土地利用と交通の空間的な調和した、
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適切な空間構造と物的整備 

• 地域レベル・国レベルにおける機能的な成長センターの開発 

• 開発の負の影響から水・大気・土壌を守るための環境保護、森林保護、及び灌漑水

の技術的な損失の縮小 

• 東ジャワがグローバルシステムの一員となるため、グローバル化に対応できる国際

競争力のある人的資源の育成・獲得 

• 国の食糧安全保障を支えるため、東ジャワの食糧供給能力を示す食糧安定供給地域 

• 東ジャワ全域における地域間でバランスが取れ、かつ公平に配分される開発 

各市郡及び東ジャワ州の空間計画のビジョン及びミッションは表 2.3.1及び 2.3.2に示すとおりで

ある。 

 

表 2.3.1 東ジャワ州および GKS の市・郡の空間計画ビジョン 

東ジャワ州 スラバヤ市 モジョケルト市  グレシック郡 バンカラン郡 シドアルジョ郡 モジョケルト郡 ラモンガン郡 

2009 – 2029年 2009 – 2029年 2007 – 2027年 2007 – 2027年 2008 – 2028年 2009 – 2029年 2007 – 2027年 2008 – 2028年

Perda /2009    
Perda 

No.10/2009 

Perda 

No.06/2009 
  

持続可能な発
展のもと、国際
競争力のある
農業と商業サ
ービスを提供
する東ジャワ
州の実現 

便利で、強力
で、洗練され、
公平なサービ
スを提供する
スラバヤ市の
実現 

インドネシア共
和国内におけ
る、繁栄、平
和、競争力に
よって特徴付
けられる社会
の実現 

文化的で、投
資環境が整
い、環境によい
空間計画の実
現 

 

工業・観光・サ
ービスの都市
を目指し、マドｩ
ーラ島の玄関
として空間の実
現 

調和と持続性

を特徴とした工

業・貿易・農

業、住宅地が

整備された地

域の実現 

 

住民参加とパ

ートナーシップ

により生活環

境を改善し、生

産的で、対応

力があり、統合

化された環境

にやさしい社会

の実現 

平等で、公正
で、繁栄し、競
争力のある社
会の実現 

出典： 東ジャワ州及び GKS の各市・郡の空間計画 
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2.4 GKS の SWOT 分析 

本調査では GKSの社会・経済活動の特徴について SWOT分析(強み、弱み、機会、脅威）を行っ

た。その概要を表 2.4.1 に示す。弱点を緩和し、強みはさらに強化する必要がある。これら内的

な弱点・強みに基づいて、外的な脅威を最小に、機会を最大にすることが求められる。これらの

考察は、前節にあげた開発ビジョンに反映されている。 

表 2.4.1  GKS の全体的評価に基づく SWOT 分析 

強み 弱み 

• 成長センターとしてのポテンシャルの

あるインドネシア第 2の経済集積 

• 広い灌漑農用地を有する豊かな農業と

漁業のポテンシャル 

• 世界市場とつながる機能的な空港・港湾

• スラマドゥ橋により強化したマドゥラ

島のゲートウェイ機能 

• 教育水準の高い労働力と多様な家内工

業における熟練労働力 

• インフラ整備にかかる国家政府の特別

な政策への期待 

• 負の影響を受けやすい水資源 

• 乾季の慢性的な水不足 

• スラバヤ及び周辺地域のひどい交通混

雑、及びそれに伴う多大な経済的損失 

• 下水道システム未整備に起因する水関

連環境全般の悪化 

• 広範囲に及ぶ洪水・土砂災害危険地域 

• スラバヤ経済の生命線である港湾物流

機能の飽和状態と不安定な電力供給 

• 法の執行と投資行政の弱い統治 

機会 脅威 

• 国内外の投資を惹きつける世界的な商

業、工業、物流センターの可能性 

• 先進的な食糧供給、農業関連ビジネス、

農産加工業の主要地域 

• 貿易・金融・観光サービス等付加価値型

経済を支える人的資源の供給センター 

• コンテナ・ターミナルにも使用可能な機

能性の高い深水港湾機能のある、アジア

有数の港湾 

• 無秩序で、かつ（または）違法な森林や

農地から住宅地や都市的土地利用への

土地利用転換 

• 水資源容量への重大な損害や農業・工

業・都市活動の水供給危機 

• 急速な都市化、及びその結果の人口の偏

在、スラムの増加、公共サービス施設の

不足 

• 混雑や環境悪化に伴う「集積の不経済」

の増加、その結果の成長機会の喪失 

出典： JICA 調査団 

 

2.5 GKS 地域が担う機能と役割 

上記 SWOT分析によると、GKSは国家規模の活動の中心（National Activity Center
1
）として相応

しく、次の 3つの特徴を有している。  

• インドネシアにおける経済成長牽引の中心地  

• 東ジャワ州を代表する国内・国際物流の広域的な中心地 

                                                      
1
 国家規模の活動の中心 (政府規則 2008年 No. 26)とは、（1)輸出入における結節点あるいは国際的ゲートウェイ、(2)国

家規模の経済活動、(3)国家規模の交通・輸送の結節点機能、を備えていると定義される。 
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• 農業・工業・観光の中心地 

GKS地域は、東ジャワ州の成長中心地として、周辺地域の社会・経済発展も促進する役割を果た

す。ローカルな地域レベルでは、農業・商業・工業・観光や消費活動の内需拡大を促し、地域の

経済成長を促進する。 

National Activity Center (PKN)

Area Activity Center (PKW)

Promoted Area Activity Center (PKWp)

Local Activity Center (PKL)
 

出典： 東ジャワ州空間計画に基づき JICA 調査団作成 

図 2.5.1  東ジャワにおける GKS 地域の機能的位置 

 

2.6 GKS 空間計画における開発課題、政策、戦略 

SWOT分析及び社会・経済・環境・インフラ（公衆衛生・ユーティリティ・交通）に関する一連

のベースライン調査を通し、開発課題が抽出された。これらの課題に基づき、GKSの空間計画政

策・戦略が立案された。提案された政策・戦略は上述のビジョン及びミッションの実現に向け立

案されている。 

2.6.1 地域経済・社会開発 

(1)  開発課題 

• 都市部・農村部間較差の拡大 

• 高い失業率（特に高等教育を受けている人々の失業） 

• 急速な都市化 

• 農村部における貧困、及び農業生産性の改善と農産加工産業の活性化に必要な経済

活動の欠如 

• 交通渋滞と環境汚染により、高い経済費用を余儀なくされる都心部における産業開

発・活動 
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(2)  政策と戦略 

GKSは以下の主要政策の下、堅調で持続的な経済を目指している。 

政策 1：スラバヤを中心とする都市圏の経済活動及び都市機能の強化   

戦略：  

- サービス業・貿易・工業・MICE2機能・物流・その他都市施設のための良好なビジネス環境

の構築  

- 投資とヒトを誘致するための地元資源を最大限活用する都市経済の開発 

- 国際・国内・地域レベルでのインフラネットワークの整備 

- 環境配慮型地域の推進 

- 先端技術産業・研究開発の誘致及び人的資源開発 

政策 2： アグロポリタン（Agropolitan, 農業都市）
3
、農業中心の農村経済の開発による GKS 全

域の均衡ある発展 

戦略： 

- 農業、農業関連産業とそれら経済活動の中心地の開発 

- 農業都市の経済活動を通じた農村・都市間の経済的連携の強化 

- 農業・農業関連ビジネスの生産・マーケティング・金融・輸送・販売等のためのインフラ開

発やサービスの提供 

- 輸出市場へのアクセスに必要な農業生産やマーケティングのためのインフラ開発やサービ

スの提供 

- 農協、農民組織、金融を含む農業開発のための組織能力・制度の強化 

2.6.2 空間構造開発 

(1)  開発課題 

GKSの空間構造は、長期的に将来予測される経済・社会活動に充分対応した構造でなければなら

ない。そのために空間計画で取り組むべき課題は、以下の通りである。 

• スラバヤ市への経済資源・活動の過度の集中及び経済資源と開発利益を GKSの地方

コミュニティに分配できる階層的な地域居住システムの構築 

• 都市農村間の経済格差の拡大の解消、及び都市部コミュニティと農村コミュニティ

の「共存共栄」メカニズムの確立 

• 無秩序な都市化の進展の規制・誘導、及び灌漑農地の住宅・都市的土地利用への土

地利用転換の規制 

 

                                                      
2
 MICEは、Meeting（企業等による会議）、Incentive（企業による奨励旅行）、Convention（学・協会等が開催する

会議）、Exhibition（展示会）の頭文字。 
3
農村と都市の役割を現実的に明確化しながら、本来農村で行われるべき付加価値生産を都市から農村へ引き戻す

ことによって、「農業都市」を形成して農村を振興するものを「アグロポリタン・アプローチ」と呼ぶ。 
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(2)  政策と戦略 

空間構造の基本的政策は、以下に示す通りである。  

政策 1：魅力的で効率的な都市システムの確立 

戦略： 

- GKSのみならずマランなどを含む東ジャワ州全域における広域センター、市郡レベルのセン

ター、クチャマタン・レベルのセンターの階層システム、そして、市郡内の活動中心地の階

層システムの確立 

- 階層システムの下位のセンター郡のサポートによる東ジャワの主要な成長拠点として、GKS

の再活性化・発展促進 

- 機能・役割に応じた都心部・都市地域の開発  

政策 2：都市と農村野発展のための連携強化 

戦略： 

- アグロポリタン・システム(農業都市を中心にした農村地域の農業・加工業の振興システム)

の推進を通しての都市と農村の連携の強化 

- 農村地域の中心となる成長センターの開発 

- インフラ施設の質と量の改善、特にアグロポリンタン・システムをサポートするための道路

整備 

政策 3：コンパクトな環境配慮型地域の創出 

戦略： 

- ゾーニングシステムによる都市スプロールのコントロールと市街化の誘導 

- 都市開発と公共輸送ネットワークの一体的開発促進 

- 都市周辺地域の開発及び既成市街地の再開発における適切なマネジメント及びコントロー

ルによる都市圏のコンパクト化  

- 既成市街地における緑地・親水空間の創出 

2.6.3 交通・輸送システム開発 

(1)  開発課題 

包括的かつ効率的輸送ネットワークの構築は、GKS地域の空間フレームワークにとって最も重要

である。以下に取り組むべき課題を示す。 

• 自家用車所有の増加と交通混雑の深刻化 

• 将来交通需要に対応しうる都市圏道路ネットワークの欠如 

• 人の移動を促進する包括的公共輸送ネットワークの欠如 

• 飽和状態にあるタンジュン・ペラク港の貨物取扱能力不足による経済成長への悪影

響 
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• 空港施設の能力不足（滑走路、ターミナル） 

• 機能性に欠ける貨物輸送システム 

 

(2)  政策と戦略 

政策 1：機能的道路ネットワークの構築による渋滞緩和 

戦略：  

- 渋滞原因の解明、及び交通設備設置・交通違反取締・交通需要管理による渋滞緩和 

- 将来交通需要に対応するための都市圏道路ネットワークの改善  

- 広域幹線道路ネットワークの構築 

- スラバヤ都市圏における都市内有料高速道路の設置 

- 域内各地の経済成長中心地を結ぶための都市間有料高速道路網の拡大 

政策 2：機能的公共輸送システムによる「人の移動性」の向上 

戦略： 

- スラバヤ都市圏の既存鉄道の改善による通勤鉄道システムの改善・強化 

- バス・鉄道輸送の一体化による複合輸送システムの改善 

- 通勤鉄道システムと連携した公共交通指向型開発の推進 

政策 3：機能的な貨物輸送システムの構築   

戦略： 

- 広域幹線道路網開発と関連付けられた貨物輸送ルートの整備 

- 港湾・鉄道関連の主要な貨物の集中発生施設の能力強化 

- 都市圏有料道路ネットワークの整備と物流センターの適正再配置 

政策 4：グローバルエコノミーに対応するための国際及び国内港湾機能の強化 

戦略： 

- 長期的将来需要を満たすコンテナ化による港湾能力強化策に関する調査及び最善策の同定 

- 同定された最善策に基づいた新たな港湾開発の実施 

政策 5：グローバルエコノミーに対応するための国際及び国内空港機能の強化 

戦略： 

- 長期的将来需要を満たす空港能力強化策の調査及びジュアンダ空港の第 2滑走路及びターミ

ナル建設の実施可能な最善策の抽出 

- 抽出された最善策に基づく空港拡張プロジェクトの実施 

- 長期的需要に対応するための GKS内の第 2の国際空港（ラモンガン）に関する調査 
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2.6.4 ユーティリティ・サービスのためのインフラ開発 

(1)  開発課題 

水管理やユーティリティ・公衆衛生サービスのためのインフラは、生活の全活動に不可欠である。

これらの供給限界は、すなわち経済成長の限界となる。 インフラ開発における特に重要な課題

を以下に示す。 

水資源管理及び上水施設 

• 不十分な水資源管理 

• 不十分な上水供給システム及び漏水による水損失   

• 上水不足（特乾季の都市部での上水不足） 

 

下水と都市排水 

• 家庭及び産業廃棄物による水質汚染 

• 河川における常時水質モニタリングシステムの欠如 

• 一部の農村地域及びブンガワンソロ川流域における雨季の洪水  

 

廃棄物管理 

• 増大する廃棄物処理需要に対応するための包括的・長期的戦略の欠如 

• 最終処理場用地確保の難しさ 

• 深刻な廃棄物処理問題に対する住民の認識不足、及び 3R運動（Reduction, Reuse and 

Recycle）参加の不足 

 

電力・エネルギー 

• 安定的かつ高品質な電力供給の必要性 

• 州電力網における長期的な電力供給能力増加の必要性 

 

通信 

• 公平なマーケット及び民間事業者による健全なオペレーションの必要性 

 

(2)  政策と戦略 

インフラ開発の政策・戦略は、運輸・交通、上水供給、排水・下水処理、電力・エネルギー、通

信、廃棄物管理など幅広くカバーし、需要と供給バランスと環境に配慮しつつ、社会・経済活動

を支えるために全体のサービス水準とネットワークの改善を目的としている。 



スラバヤ広域都市圏地域開発計画調査 最終報告書 (要約) 

 

2 - 13 

上水供給 

政策：不足の改善により灌漑及び灌漑以外の用途への水供給の実施 

戦略：  

- 給水施設の拡充 

- 上水供給率の向上（2006年 47%から 2030年 76%へ） 

- 河川管理公社の設立、河川水利用に対する料金徴収、民間ファイナンスによる水プロジェク

トの導入による、需給バランスを保つための適切な水資源管理 

- 井戸・湧水を含めた地下水管理 

- 現在 30%以上の水損失の低減（以下の手段による） 

- 再利用及び効率的利用による節水 

- 水資源保護のための需要管理の強化   

- ソロ川とウンブラン（Umbulan）の水の州間や市・郡間の相互水供給 

- 郡間相互インフラストラクチャー開発維持規制委員会（ Inter-regency Infrastructure 

Development and Maintenance Regulatory Board）の設立、PDMAやその他水関連産業への業績

指標システム(PIS: Performance Indicator System)の導入による水管理の強化  

廃水・下水処理  

政策：農村部及び都市部における衛生的環境の促進 

戦略： 

- 汚泥処理サービスだけで公共下水処理サービスがない汚水・下水の適正管理 

- 公害防止監視能力の向上（特に産業廃水及び河川水質の監視） 

- 排水管路の容量増加と適切な維持、及び緊急対応能力の向上による都市下水システムの改善 

- 都市部・農村部における下水処理率の改善 

廃棄物管理 

政策： 廃棄物の発生を低減する持続可能な循環型社会・経済の創出及び機能的な廃棄物管理シ

ステムの構築 

戦略：  

- 廃棄物管理改善のための管理、財務、情報管理等を含めた制度能力の強化 

- 廃棄物収集コンテナ、輸送施設・設備、廃棄物埋立地の容量と管理、輸送時間等を含む廃棄

物管理の物的・技術的改善 

- 最終処分アプローチから 3R (reduction, reuse, recycling) へのパラダイムシフト 

- リサイクルシステムや先端技術など廃棄物管理にかかる適正技術の導入 

- インフラの改修、規制・制度の改善、教育カリキュラムの改善などによる、廃棄物管理の質

とサービスの向上 
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- 効果的な廃棄物管理のための廃棄物データ管理システムの改善  

- 限られた埋立地を考慮し、新たな廃棄物量削減技術の導入（焼却炉など） 

電力・エネルギー 

政策：省エネ社会の構築 

戦略： 

- 省エネの推進 

- 電力の安定供給のため送電・配電を含む電力供給ネットワークの強化 

- 需要管理の推進 

- 非技術的エネルギー損失（不法接続、メーター改ざん等）に対する規制強化  

通信 

政策： 民間業者による通信サービスに対する支援 

戦略： 

- 民間通信サービスプロバイダーの支援 

- 汎通信サービスエリア（Telecommunications Universal Service Area : WPUT）プログラムの実施 

2.6.5 環境管理 

(1)  開発課題 

空間計画の一つの目標は経済開発と環境保全の両立である。GKS地域には貴重な環境資源が存在

しており、水、森林、農地、沿岸資源などの適切な管理が不可欠である。環境管理における主な

課題を以下に示す。   

• 不十分な水資源管理 

• 環境資源、生態系、保護地域（例えば森林、マングローブ、その他の生態学上重要

な資源）を保護するための法的執行力が脆弱 

• 洪水・地滑りに対する不十分な災害管理 

• ポロン泥流による経済・住居・環境に及ぼす問題 

• 長期的にみて地球温暖化による浸水可能性のある広大な土地 

 

(2)  政策と戦略 

政策： 環境脆弱区域（Environmentally Sensitive Area : ESA）の同定及び無秩序な都市開発・工業

開発への対策 

戦略： 

- 環境脆弱区域のコンセプト及び分析結果（本報告書 5.1 節及び 5.2 節参照）に基づく環境政

策の基本方針の確立 
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- 環境脆弱区域内の土地・資源利用と許認可行政にかかる管理ガイドラインの作成  

- 空間計画法・環境関連法・森林関連法の他に環境脆弱区域の根拠法制度の整備 

- 環境関連法・規則の違反取り締まる地方政府職員の法の執行能力開発 
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3.1 人口フレーム 

3.1.1 シナリオ 

本調査では二つの開発シナリオが検討された。 

シナリオ A（安定型成長）：郊外部で人口が増加が継続的に進行し、スラバヤ都市部での人口増

加は低位推移となると想定（州空間計画のベースとなった東ジャワ州 BAPPEDA フレームに基づ

く）。後述の経済シナリオ A（GKS 地域の国における経済的地位は変化なし、国の成長率は中程

度）と関連する。 

シナリオ B （促進型成長）：スラバヤ都市圏内の戦略的成長地域において秩序ある都市化を戦略

的に誘導し、他地域からの移住者の増加を受け入れる（JICA 調査団の分析に基づく）。後述の経

済シナリオ B（GKS 地域を国の高度経済成長を牽引する経済圏の 1 つとする）と関連する。  こ
のシナリオは、ジャカルタとその他の地域間における格差を緩和し、均衡ある地域経済を目指す

国のコンセプトに基づいている。 

3.1.2 人口フレーム 

シナリオ A（安定型成長）では、2030 年の GKS 地域の人口は 12,645,000、内スラバヤ市人口は

3,212,900、次いでシドアルジョ郡の 2,977,400 となっている。GKS 地域における 2008 年から 2030
年にかけての人口増加数は約 330 万人となる。このシナリオでは、スラバヤ市の人口増加率を国

の平均値よりも低いレベルの 0.6～0.7%／年と設定しており、スラバヤ市からの人口流出（社会

減）が起こるものと想定している。 

一方、シナリオ B （促進型成長）では、GKS 地域の人口は 2030 年には 14,117,500、内スラバヤ

市人口 3,723,700、次いでシドアルジョ郡 3,257,400 となっている。これら二つの市郡が同都市圏

において都市中心地となる。GKS 地域の 2008 年から 2030 年にかけての人口増加数は約 480 万人

となる。このシナリオでは、スラバヤ市の人口は 1.3～1.5%／年の増加となり、社会減は最小化

され、他地域からの移住者が流入してくるものと想定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1.1  シナリオに基づく人口予測  

3. 空間計画における社会経済フレームワーク分析 
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3.2 経済開発シナリオ 

3.2.1 国および地方フレームワークにおける経済成長率予測 

人口フレームと同様、経済成長の予測においても 2 つのシナリオを検討した。表 3.2.1 は、GKS
地域、GKS プラス（東ジャワ州空間計画で規定された「拡大 GKS 地域」）、東ジャワ州及び国（総

計）における経済成長率予測値である。近年インドネシアは、世界金融危機にも関わらず高い成

長率を示してきたが、超長期的にこの成長レベルを維持することは難しく、2025 年以降は平均

2.0～3.0%／年程度に減速するものと想定している。 

シナリオ A（安定型成長）では、インドネシア国における GKS 地域の経済的地位は将来におい

ても変わらず、経済的シェアは現在の 6.5 %レベルを維持する。一方、シナリオ B （促進型成長）

では、GKS 地域の経済成長率は、シナリオ A よりも高く設定されている国家経済の成長率と比べ

てもより高くなり、 インドネシア国における当地域の経済シェアは 7.0%にまで高まると想定し

た。シナリオ B は、GKS 地域経済が国全体の経済成長を牽引する戦略的成長中心地として機能す

ることを示している。 

表 3.2.1  経済成長率予測 

Scenario A: Moderate Growth (Getting along with the National Growth)
2005 2006 2007 2008 2010 2015 2020 2025 2030

GKS 7.1% 6.3% 6.4% 5.9% 4.7% 4.3% 3.5% 3.0% 2.7%

GKS Plus 6.6% 7.1% 8.0% 8.0% 4.3% 4.6% 3.7% 3.1% 2.7%

East Java 5.8% 5.8% 6.1% 5.9% 4.2% 4.0% 3.4% 2.9% 2.5%

Rest of Java 5.8% 5.8% 6.1% 5.9% 3.7% 3.7% 3.1% 2.7% 2.4%

National Total 5.7% 5.5% 6.3% 6.1% 4.8% 4.3% 3.5% 3.0% 2.6%

Scenario B: Pushed Growth (Leading Economy of the National Growth)
2005 2006 2007 2008 2010 2015 2020 2025 2030

GKS 7.1% 6.3% 6.4% 5.9% 5.8% 5.6% 5.0% 3.8% 3.5%

GKS Plus 6.6% 7.1% 8.0% 8.0% 5.9% 5.8% 4.8% 3.5% 3.5%

East Java 5.8% 5.8% 6.1% 5.9% 6.0% 5.0% 4.0% 3.5% 3.2%

Rest of Java 4.6% 5.1% 5.5% 5.5% 6.2% 5.4% 4.2% 3.6% 3.5%

National Total 5.7% 5.5% 6.3% 6.1% 6.0% 5.0% 4.0% 3.5% 3.2%  

 

3.2.2 GKS 地域経済フレーム：成長率および GRDP（2000 年実質価格） 

GKS 地域市郡別の長期的な経済成長率（GRDP）の推計を行った。先ず、2007～2008 年の実績で

みると、最も高い成長率を示したのはグレシック（6.8%／年）、次いでスラバヤ（6.3%／年）、ラ

モンガン（5.9%／年）、モジョケルト（5.5%／年）と続いた。一般的に経済成長は、産業活動及

び都市サービスの発展と深く関連性を有しており、産業化の度合いは、将来の経済成長の可能性

を図る基準となる。 

前述の様に、シナリオ A では、東ジャワ州経済開発計画 2008（Analisa Penyusunan Kinerja Makro 
Ekonomi dan Sosial Jawa Timur, 2008）に基づき中位程度の成長率を想定した。一方、シナリオ B
は、各市・郡別における農業（value-farming）、農産物加工業、工業化の可能性及び都市経済の成

長可能性等を勘案しながら経済成長率を算出した（JICA 調査団の分析に基づく）。その結果、ス

ラバヤ、グレシック、シドアルジョは工業化及び都市経済の高度化の進展に伴い、当分これまで

の高成長を続け、先進的な農産物加工業の発展が見込まれるモジョケルトがそれに続くと想定さ

れた。 

図 3.2.1 に GKS 地域の長期的 GRDP 予測結果（2000 年実質価格）を示す。 
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出典： JICA 調査団 

図 3.2.1  GKS 地域経済成長シナリオ 

3.2.3 GKS 地域における 1 人当 GRDP 成長  

先の人口フレーム及び経済成長フレームの想定に基づいて、GKS 地域の 2030 年までの 1 人当

GRDP の変化を算出した。2008 年時点の GKS 地域の 1 人当 GRDP は 13.7 百万ルピーであり、2030
年には、シナリオ A では 20.1 百万ルピー／人、シナリオ B では 21.0 百万／人と推計される。結

果として、両シナリオには大きな相違はないが、これはシナリオ B では経済活動の拡大に応じて

人口増加が相対的に大きくなっている事に依っている。所得のレベルは、2030 年には 2008 年の

約 1.53 倍にまでなると想定される。  

3.2.4 社会経済フレームと空間計画 

上述の社会経済成長シナリオに基づき、将来の社会経済活動を受容するための空間容量・土地利

用需要量（Carrying Capacity）を導く事ができるが、それが、空間計画策定の基本要件（ベース）

となる。より高い経済成長を描いたシナリオ B では、人々の経済地位の向上や雇用の安定という

面では望ましいが、一方で適切な対策がとられなければ、環境への負荷、渋滞による経済損失や、

公共サービス増加による財政負担をもたらすこととなる。これらの負のインパクトを最小限にす

るような空間計画が求められる。 

表 3.2.2 には、2 つのシナリオの持つ特性に関して、4 指標、すなわち、GKS 地域の経済的な位
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置、都市化の進展、経済成長力及び環境負荷から総括している。そうした総合的評価の結果、本

GKS 地域の空間計画策定のための社会経済フレームワークとして、シナリオ B が妥当であると評

価し採用する事とした。この結論を支える大きな理由は、インドネシア国の基本政策である、地

域的な経済格差を縮小し、開発と環境と均衡ある国土の発展及び公平な経済発展を図るために、

国家第 2 位の経済圏である GKS 地域の成長を戦略的に促進する必要があるとの判断である。GKS
地域に賦存する潜在的な成長力と環境及び経済資源、人的資源を効果的に活用して成長を促すこ

とが、東ジャワ州のみならずインドネシア国にとっても重要である。 

表 3.2.2  経済成長シナリオ代替案の相対的評価 

 シナリオ A シナリオ B 
2030 年における GKS 地域の経

済的な位置 
現在のポジションをそのま
ま維持 

平均成長率よりも若干高く、国の
経済成長を牽引する事になる 

都市化の進展 現在の郊外化する都市化の
進展が継続し都心部の空洞
化が進む 

コンパクトシティー政策の下に
無秩序な外延化を抑制し、戦略的
な中心地での都市化をすすめ、全
体として秩序ある都市ネットワ
ークを形成する 

経済成長 中位安定的 漸進的 
環境負荷  拡大する都市化に合わせて

増大する環境負荷に対応す
る環境管理システムの構築
が必要になる 

拡大する都市化に合わせて増大
する環境負荷に対応する環境管
理システムの構築がより重要に
なる 

出典： JICA 調査団 
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